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究は進展しない。現在日本には苧阪ら(1994)が開発した RST(Reading Span Test)以外
には見当たらない。ワーキングメモリの脳内メカニズム解明にとってこの RSTの開発は独自な
役割を担ってきたoRSTはワーキングメモリという脳と心をつなぐ機能の解明に貢献をなしたと
言い得る。RSTとその関連評価法によづてワーキングメモリの脳内メカニズムの解明が大きく進
展したと言って良いだろう。これによって言語を介した意識や注意の脳内メカニズムの研究が
進展したとし、える。すでにわれわれのグループで開発し広く全国で使われるようになった言語
ワーキングメモリの個人容量を測定する日本語版リーデインダスパンテスト(RST)とともに関連
した空間(視覚性)ワーキングメモリを個人ごとに評価する測定法も工夫を重ねている。
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(5)得られた結果とその意義
最後に、得られた主要な結果とその意義について考えたい。ワーキングメモリは知覚、言語、
理解、思考、推理や予測などの認知過程をささえる重要な心的機能で、あり、これらの機能が
はたらく脳内メカニズムが実験心理学教室と医学部高次脳機能総合研究センターの学際的
協力によって解明されたといえる。最も大きな研究成果は、ワーキングメモリの実行系機能の
脳内メカニズムの解明にかかわるものである。われわれは前頭前野のDLPFC領域が前部帯状
回(ACC)とネットワークを形成してダイナミックに機能していることを明らかにするとともに、ワー
キングメニモリの個人差がこのネットワークの重みに反映されることを相互相関や構造化方程式
モデリングなどを用いて見出した。これらの成果は Neurolmage誌に3篇の論文として報告さ
れている。さらに、DLPFCとACC近傍間にリカーシブな意識の形成基盤となる自己モニター機
能がはたらくこと、ワーキングメモリの負荷が低いと CEはPFCに局在するが、高し立他の脳領
域と分散協調的にはたらくことなどが見出された。これらの結果をベースにさらなる
translationalな研究が展開されることを望みたい。
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